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総事業費

【関連事業】 予算額 担当課

●奈良町南観光案内所の運営 当初 新規 2,413万円 奈良町にぎわい課
●奈良町にぎわいの家の運営 当初 新規 1,656万円 奈良町にぎわい課

●都市景観形成地区保存整備 当初 拡大 4,500万円 奈良町にぎわい課

●ならまち町家建物内部改修モデル事業 当初 継続 3,500万円 奈良町にぎわい課
●ならまち町家バンク 当初 継続 300万円 奈良町にぎわい課

●ならまちナイトカルチャー・出前カルチャー 当初 継続 630万円 奈良町にぎわい課

総事業費

【関連事業】 予算額 担当課
●新興国へのプロモーション 当初 継続 407万円 観光戦略課

●ツーリズムＥＸＰＯジャパン出展 当初 継続 680万円 観光戦略課
●台湾向け誘客 当初 継続 500万円 観光戦略課

●総合観光案内所の機能強化（外国人向け多言語対応） ３月補正 新規 5,550万円 観光振興課
●ＱＲコードによる観光案内板等の多言語化 ３月補正 新規 1,560万円 観光振興課
●宿泊支援制度（外国人おもてなし環境整備補助） ３月補正 新規 500万円 観光振興課

インバウンド戦略 9,197万円

　国内の人口が減少する中、海外からの観
光客を積極的に取り込み、観光産業の活性
化を図ります。とりわけ東アジア諸国を
ターゲットとした情報発信や現地でのプロ
モーションなど奈良市のＰＲ事業を幅広く
展開し、観光客受入態勢の更なる充実、さ
らに経済効果をもたらす通過型から滞在型
の観光開発に取り組みます。

予算

このマークを付けた政策は、国の緊急経済対策に関連する２事業で、「地域消費喚起・生活支援型」と「地方創生」に係る予
算として、平成26年度３月補正予算にて計上しています。

観光を中心とした地域の魅力・経済の向上

世界から尊敬される国際観光経済都市　ＮＡＲA

奈良町を核とした観光振興 1億2,999万円

　奈良町を伝統的な町並みに息づく昔から
の生活文化を伝える生活観光の地域として
整備、活性化することで、市民や観光客に
奈良の魅力をより広く深く発信します。上
質で文化的な時間を過ごすことのできる空
間を提供することで、奈良町への誘客を促
進します。

予算

台湾観光プロモーション

ツーリズムEXPOジャパン

奈良の山々
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総事業費

【関連事業】 予算額 担当課

●大和茶ＰＲ事業 当初 継続 200万円 奈良ブランド推進課
●古都華ブランド化戦略 ３月補正 新規 200万円 奈良ブランド推進課

●大和茶・日本酒海外戦略 当初 継続 600万円 奈良ブランド推進課

●奈良市の食×観光ＰＲ 当初 拡大 1,450万円 奈良ブランド推進課

総事業費

【関連事業】 予算額 担当課

●東部地域振興事業（アウトドアツーリズム環境整備など） 当初 新規 900万円 奈良ブランド推進課
●地域おこし協力隊（東部、都祁、月ヶ瀬　計9名） 当初 継続 3,436万円 奈良ブランド推進課他

当初 継続 100万円 農林課

●ＲＶパーク施設整備（キャンピングカー滞在施設整備） 当初 新規 550万円 月ヶ瀬地域振興課

●興東地域診療所整備 当初 新規 5,000万円 医療政策課
●東部出張所庁舎改修 当初 新規 3,000万円 東部出張所

●小水力発電設置補助 当初 継続 850万円 エネルギー政策課

総事業費

【関連事業】 予算額 担当課

●リニア新駅誘致推進事業 当初 継続 1,500万円 リニア推進課

予算

　東部地域の行政拠点である東部出張所の
機能強化と狭川、大柳生、東里地区の医療
拠点となる診療所を整備します。また、地
域の豊かな里山資源、農村資源を活かして
地域経済活性化を図るため、アウトドアレ
ジャー環境を整備するとともに、農産物直
売所の整備の支援に取り組みます。

予算

●ふれあい交流ファーム・アクティブシニア農業体験

リニア中央新幹線新駅誘致 1,500万円

　リニア中央新幹線新駅の奈良市への設置実現及び東京大阪間の早期全線開通を目指して、イベントやＰＲ活動等を行
い、誘致に向けた取組を進めます。

奈良の食ブランド化 2,450万円

　奈良の特産である大和茶、日本酒といち
ご「古都華」のブランド化に取り組みま
す。ブランド化は、一朝一夕に結果が出る
ものではなく継続して取り組む必要がある
ため、引き続いて東京で奈良の食と観光を
ＰＲするとともに、海外市場からバイヤー
などを奈良に招へいして販路の開拓・拡大
につなげていきます。

予算

東部地域振興 1億3,836万円

大和茶

古都華
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総事業費

【関連事業】 予算額 担当課
●「元林院」復興懇話会・イベントの開催 当初 拡大 341万円 奈良町にぎわい課
●第60次春日大社式年造替事業の告知・誘客 当初 継続 2,000万円 観光振興課

●三条線電線類美化事業 当初 継続 1,500万円 道路建設課
●猿沢線街路整備 当初 継続 2,600万円 街路課

総事業費

【関連事業】 予算額 担当課
当初 継続 1,350万円 商工労政課

●スタートアップ都市推進協議会 当初 継続 168万円 商工労政課
●ステップアップ補助金（店舗改修支援） ３月補正 新規 1,000万円 商工労政課
●起業家支援施設の整備 ３月補正 新規 580万円 商工労政課

　起業化支援をさらに進め、奈良市でビジ
ネスチャレンジができる環境を整備するこ
とで、安定した雇用の確保と、若年世代の
定住化につなげます。また、商店街を始め
とする「まちなか経済」の振興を図り、地
域経済の活性化を目指します。

予算
●コミュニティビジネス支援（起業家の発掘・育成）

猿沢池周辺活性化 6,441万円

ＪＲ奈良駅から春日大社一の鳥居に通じる
奈良の表参道として猿沢池周辺の活性化を
図り、国際観光経済都市としてふさわしい
環境整備と宿泊観光客の誘致を積極的に行
います。

予算

起業家支援 3,098万円

珠光茶会

采
女
祭

鹿寄せ
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総事業費

【関連事業】 予算額 担当課
●プレミアム付き商品券発行 ３月補正 新規 5億700万円 商工労政課

総事業費

【関連事業】 予算額 担当課
●東アジア文化都市事業推進 当初 新規 １億900万円 文化振興課

当初 継続 600万円 文化振興課

●鴻ノ池運動公園トイレ改築 当初 継続 2,900万円 公園緑地課
●鴻ノ池陸上競技場メインスタンド改修 当初 新規 4,000万円 スポーツ振興課

●鴻ノ池運動公園活性化 当初 新規 1,750万円 スポーツ振興課

総事業費

【関連事業】 予算額 担当課

●第三回珠光茶会の開催 当初 継続 1,200万円 観光戦略課

●（仮称）奈良市観光振興計画の策定 当初 新規 2,000万円 観光戦略課
●まほろば観光大学の運営 当初 継続 1,050万円 観光戦略課
●奈良ひとまち大学の運営（５周年） 当初 拡大 450万円 生涯学習課

奈良の魅力拡大 4,700万円

　古い歴史と優れた文化を持つ奈良の魅力を幅広い層に向けて発信するとともに、世界に通用する高度観光人材の育成を
行うことで、観光マネジメントスキルやホスピタリティの向上、観光産業全体の底上げを目指します。また、日本を代表
する観光都市として、将来の観光政策の要となる（仮称）奈良市観光振興計画を策定します。

予算

予算

文化・スポーツの振興 2億150万円

　豊かな文化芸術の創造、文化芸術により地域
を活性化する取り組みの一つとして、奈良市
は、このほど文化庁から2016年「東アジア文
化都市」の国内候補都市の決定を受けて東アジ
ア域内の相互理解をめざす「東アジア文化都市
2016奈良市」事業を開催します。
また、スポーツ活動や健康づくりの拠点である
鴻ノ池運動公園の、陸上競技場外周のＬＥＤ照
明の増設、公園トイレ、施設等の整備を行いま
す。

予算

●ならシネマテーク事業補助金

地域経済の活性化 5億700万円

　奈良市では、市域における消費を喚起し経済の活性化を図るため、国の緊急経済対策にかかる交付金を活用したプレミ
アム付商品券を発行します。特に子育て世帯の生活支援に重点をおいて、子どもの人数に応じたプレミアムの上乗せを、
また、一般向けのプレミアム商品券には奈良市ポイント制度と連携したポイントを付与するなど独自の支援策を展開しま
す。
○一般向けプレミアム付商品券
　額面12,000円（うちプレミアム分　2,000円 ＋ 1,000ポイント付与） 販売価格10,000円
○子育て世帯向けプレミアム付商品券
　１子の場合　額面12,000円（うちプレミアム分　3,000円）　販売価格9,000円
　２子の場合　額面12,000円（うちプレミアム分　4,000円）　販売価格8,000円
　３子の場合　額面12,000円（うちプレミアム分　5,000円）　販売価格7,000円

鴻ノ池陸上競技場
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総事業費

【関連事業】 予算額 担当課
当初 拡大 3,985万円 学校教育課他

●ALT（外国語指導助手）の増員（19人→26人） 当初 拡大 6,850万円 教職員課

●トビタテ留学ＪＡPAN 当初 新規 193万円 教育政策課

●小中一貫教育全国サミットinなら 当初 新規 550万円 学校教育課
●キャリア教育の推進 当初 継続 250万円 学校教育課

●少人数学級実施 当初 継続 ３億4,750万円 教職員課

●児童生徒支援教員の配置 当初 拡大 1億1,640万円 教職員課
●地域で決める学校予算 当初 継続 9,800万円 地域教育課

●小学校スクールカウンセラーの拡充 当初 継続 270万円 教育相談課

総事業費

【関連事業】 予算額 担当課

●中学校給食の実施（給食室の新設） 当初 拡大 ９億9,100万円 保健給食課
当初 新規 1,960万円 保健給食課

●調理業務委託（H26：28校→H27：33校） 当初 拡大 5,390万円 保健給食課

　グローバル化する社会は、たくま
しく未来を切り拓いていく人材を求
めています。奈良市では、これまで
の教育施策を見直し、その刷新を図
ることにより、21世紀を生き抜くグ
ローバルリーダーの育成を目指しま
す。

　給食未実施の５校（三笠中、若草中、
都南中、平城東中、登美ヶ丘中）に給食
室を新設します。これにより市内全中学
校で給食が実施されます。
　さらに、市内の９小・中学校をモデル
校として市内産米での自校炊飯を実施し
ます。

予算

●地産地消の推進（モデル校での自校炊飯）

次世代を見据えた公教育改革 6億8,288万円

予算

●フューチャースクール構想の実証

学校給食の充実 10億6,450万円

安心して子育てのできる環境づくり

若者たちが帰ってきたくなる街

～タブレットを
使った授業風景～
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総事業費

【関連事業】 予算額 担当課
●保育園・幼稚園の認定こども園化の推進 当初 新規 4,190万円 子ども政策課
●主食提供による完全給食実施（市立保育園） 当初 新規 2,600万円 こども園推進課

●延長保育実施（市立保育園） 当初 継続 2,615万円 こども園推進課
●特別支援教育支援員配置（市立幼稚園） 当初 継続 3,700万円 こども園推進課

●地域子育て支援拠点における一時預かり実施 当初 拡大 1,911万円 子ども育成課

●里親支援 当初 新規 313万円 子育て相談課

●児童虐待再発防止訪問支援システム ３月補正 新規 1,600万円 子育て相談課
●バンビーホーム学習プログラム講師派遣 当初 新規 843万円 地域教育課
●全バンビーホーム開所時間延長（18時→19時） 当初 新規 7,896万円 地域教育課

●伏見南バンビーホーム建替 当初 新規 4,300万円 地域教育課

総事業費

【関連事業】 予算額 担当課
●街路灯ＬＥＤ化（10,000灯） 当初 拡大 3億1,800万円 道路維持課

●最終処分埋立地造成 当初 継続 7億700万円 土地改良清美事務所

●クリーンセンター建設計画策定 当初 継続 3,960万円 クリーンセンター建設準備課

●公用車への電気自動車等導入（H26：６台→H27：９台） 当初 継続 143万円 エネルギー政策課

●陶磁器製食器類リユース・リサイクル 当初 新規 250万円 企画総務課

予算

循環型社会を目指して 10億6,853万円

　奈良市は人と自然が共生する美しいまち
であり、この素晴らしい奈良市を守ってい
くことが重要です。この美しいまちを未来
の世代にしっかりと継承していくために、
環境負荷の低減や豊かな自然環境の保全に
さらに努めていきます。

予算

子育て支援 2億9,968万円

　「子どもを安心して生み育てられるまち」、
「子どもがいきいきと心豊かに育つまち」の実
現に向けての取り組みを行います。
　認定こども園の設置、市立幼稚園・保育園・
バンビーホームにおけるサービス拡充と児童虐
待防止に向けた取り組みの強化等を通じて、子
どもと保護者にとって必要かつ適切な支援を行
います。

青和認定こども園

奈良ひとまち大学若草山山焼
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総事業費

【関連事業】 予算額 担当課

●定住促進事業（定住イベントでのPR） ３月補正 新規 500万円 奈良ブランド推進課

●三世代同居・近居住宅支援 ３月補正 新規 530万円 奈良ブランド推進課
●シティプロモーション ３月補正 新規 600万円 奈良ブランド推進課

●空家等対策計画策定及び実態調査 当初 新規 800万円 総合政策課

●空き家バンク設置 ３月補正 新規 850万円 奈良ブランド推進課
３月補正 新規 1,600万円 奈良ブランド推進課

総事業費

【関連事業】 予算額 担当課

●緊急告知型ラジオ放送設備等導入 当初 新規 420万円 危機管理課
当初 継続 7億8,626万円 消防指令課

●デジタル移動系防災行政無線整備 当初 継続 3億6,200万円 危機管理課・営繕課
●消防団装備の拡充（デジタル簡易無線機） 当初 新規 400万円 消防総務課

●消防団員用被服の充実 当初 拡大 1,041万円 消防総務課
●貯留浸透施設整備（水田貯留） 当初 新規 400万円 河川課

●準用河川大門川改修 当初 新規 500万円 河川課

防災に強いまちづくり 11億7,587万円

　今後、発生が予想される巨大地震や突然
の災害に備えるため、早期に防災・減災対
策をおこなっていくことが重要です。その
ため防災行政無線・他市と連携した高機能
消防指令センター等を整備していきます。
また、近年のゲリラ豪雨などに備えるため
浸水対策を行います。

予算

●奈良市・生駒市高機能消防指令センター整備

いつまでも住み続けたい安寧の地

住みたくなる街 4,880万円

　市外の子育てファミリーなどの転入者に対する住
宅購入・改修支援、また、空き家を活用した子育て
仕様のリフォーム改修支援等、子育て世代に奈良で
暮らす魅力を広く啓発するためのイベント開催やイ
ンターネットでの情報発信等、人を呼び込む魅力あ
る街づくり施策を展開します。

予算

●空き家バンク活用住宅改修支援

安心・安全で住民の活力あふれるまちづくり

消防指令センター

消
防
出
初
式
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総事業費

【関連事業】 予算額 担当課
当初 継続 6,880万円 こども園推進課

●あやめ池小学校校舎改築（Ⅱ期工事） 当初 継続 6,880万円 教育総務課
●明治小学校校舎改築（Ⅰ期工事） 当初 新規 7億200万円 教育総務課
●月ヶ瀬小中一貫校校舎整備（設計） 当初 新規 2,800万円 教育総務課
●小・中・高等学校大規模改修（校舎等耐震補強） 当初 継続 6億1,720万円 教育総務課

●本庁舎耐震化の検討 当初 新規 2,300万円 管財課

●橋梁耐震補強 当初 継続 7,550万円 道路建設課

●公園施設長寿命化計画策定 当初 新規 3,500万円 公園緑地課
●橋梁長寿命化点検・修繕 当初 継続 8,700万円 道路建設課他

総事業費

【関連事業】 予算額 担当課

●新斎苑整備（用地測量・環境影響評価） 当初 継続 3,100万円 新斎苑建設推進課

総事業費

【関連事業】 予算額 担当課
●奈良市ポイント制度 当初 継続 1,500万円 協働推進課

●健康スポーツポイント ３月補正 新規 200万円 スポーツ振興課
●Ｓｍａ　ＮＡＲＡ　健康プロジェクト ３月補正 新規 180万円 健康増進課

●健康長寿施策推進のための基礎調査 当初 新規 2,800万円 医療政策課

●胃がんリスク検診 当初 新規 680万円 健康増進課
●糖尿病等生活習慣病重症化予防対策 当初 新規 200万円 健康増進課

予算

健康長寿の推進 5,560万円

　子どもから高齢者まで、それぞれの目標に応
じた健康づくりを目指し、スポーツや地域ボラ
ンティア活動等健康的な生活を送るきっかけと
なるような取組を行います。同時に健康管理や
病気の重症化予防を推進します。

予算

　将来発生が見込まれている大地震に備え
るため、公共施設の耐震化を進めます。
H27年度末には学校施設の耐震化が概ね完
了する予定です。また、老朽化する公共施
設の継続的な点検を実施することで、損傷
及び変状を早期に発見し、安全・円滑な施
設の管理を行います。

予算

●保育・幼稚園園舎耐震化（耐震診断・耐震補強工事）

新斎苑整備 3,100万円

　新たな火葬場の建設は奈良市にとっての重要課題であり、現在の施設は老朽化が激しく今後予想される高齢化に伴う火
葬件数の増加に十分な対応が出来ないため、市民ニーズに適応した周辺環境との調和や機能性と安全性を重視した火葬施
設を建設します。

公共施設の耐震化・長寿命化 17億530万円

耐震化前 耐震化後
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総事業費

【関連事業】 予算額 担当課
●高齢者見守りネットワーク 当初 新規 15万円 長寿福祉課

●行方不明高齢者ＧＰＳ導入 当初 新規 114万円 長寿福祉課
●認知症対策事業 当初 新規 1,007万円 長寿福祉課

●精神障害者医療費助成 当初 新規 2,800万円 障がい福祉課

●生活困窮者自立支援 当初 新規 5,967万円 保護第一課

総事業費

【関連事業】

＜都市基盤の整備＞ 予算額 担当課

●近鉄大和西大寺駅周辺整備 当初 拡大 15億950万円 西大寺駅周辺整備事務所

●近鉄菖蒲池駅南口エレベーター設置 当初 拡大 2億8,709万円 交通政策課

●JR関西本線高架化整備 当初 新規 200万円 都市計画課

＜通学路・生活道路の安全対策＞

●あやめ池１号踏切拡幅 当初 拡大 9,600万円 道路建設課

●通学路・交通安全施設の整備（歩道整備、ゾー 当初 拡大 1億170万円 道路建設課他
　ン３０整備等）

　高齢者が介護の必要な状態になっても、できる限り住み慣れた地域において自らの意思に基づき自立した質の高い生活
を送ることができるよう、また、家族にとって過重な介護負担が強いられることのないよう、地域で高齢者の生活の安心
を支える地域包括ケアシステムの構築をめざします。また、精神障がい者の健康保持に寄与する助成や生活困窮者の自立
の促進に向けた支援など福祉の増進を図ります。

予算

快適な都市基盤の整備 19億9,629万円

　都市基盤の整備、歩道等の交通安全施策の整備を図り、交通機能を高め、快適な生活環境・市民生活の向上
を図ります。

予算

地域包括ケア・福祉の推進 9,903万円

なら燈花会
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総事業費

【民間委託関連事業】 予算額 担当課

●人事課事務労働者派遣業務 当初 新規 760万円 人事課
当初 拡大 2億1,060万円 収集課

【情報システム最適化関連事業】 予算額 担当課

●最適化関連システム改修 当初 拡大 5億7,638万円 システム所管課14課

●社会保障・税番号制度対応関連システム改修等 当初 新規 4億1,882万円 システム所管課17課

予算

●家庭系ごみ収集運搬業務委託

予算

選ばれる自治体を目指して

　奈良市は、将来の人口減少に対して、定住・移住促進に向けた市の魅力向上に資する重点施策を展開することで、住みたくなる街として広
く選ばれる自治体を目指していきます。

時代に合った自治体の体制づくり
オープンでコンパクトな自治体へ

「行財政改革」
12億1,340万円

平成25年度を初年度とする３ヶ年目にあたる家庭系ごみ収集運搬業務の委託順次拡大

H26年度 36,000世帯 委託率 33％

→ H27年度 54,000世帯 委託率 44％

行財政改革

民間委託

•「最小のコストで最大の市民サービスを生み出す」自治体経営を目指し、民
間にできることは民間に委託するなど様々な改革を進めます。

情報システム最適化

•情報システム全体としての効率化・簡素化、経費の削減、市民サービスの向

上につなげるため既存システムを見直し新システムを導入します。

【観光を中心とした地域
の魅力・経済の向上】

【安心して子育てのできる
環境づくり】

【安心安全で住民の活力
あふれるまちづくり】

【時代に合った自治体の
体制づくり】

結婚・出産・子育て人の流れ

雇用の創出

地域との連携
安心な暮らし
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